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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，比較的単純な循環系及び神経系をもつ軟体動物後鯛類アメフラシを用いてヨ循環系の

統合機構を解明するためヨ心筋及びそれを支配する神経節細胞における伝達物質の作用機構を膜レ

ベルで明らかにしたものである。特に（五）心臓血管系における神経物質の効果ヨ（2）心臓血管系に神経

支配する神経細胞への伝達物質の作用等があげられ。その概要は次の通りである。

　心臓の前方大動脈にAchを電気泳動的に微小投与すると、脱分極ヨ過分極及び二相性応答を生ず

る。脱分極応答はヨ外液Na＋濃度に依存しヨhexameth㎝iu㎜，atropineで阻止される。過分極応答

は，外液C1一濃度に依存しヨd－TCで阻止される。これは2種のAch受容体の存在を示唆する。そし

てAchは前方大動脈に対し興奮性及び抑制性作用を持っている。

　一方5－HTを心室に灌流すると陽性変時作用及び変力作用がみられるが，前方大動脈では収縮性

の増大と弛緩作用が生じた。また両者とも5－HTの五0－7M以上で濃度依存性がみられるが、cAMP

濃度上昇がみられた。10－3Mではその濃度上昇は心室で70倍ヨ前方大動脈で150倍に増加した。細

胞内Caの貯臓部位に対する5－HT．cAMPの作用はヨ心室筋では5－HTにより放射性45Ca流出が

促進した。従って心室に対する5－HTの収縮増強作用はヨー部cAMPを介していることが明らかに

なった。

　腹部神経節内の神経分泌細胞といわれるR。。は，前方大動脈に神経終末を持つことが組織学的に観
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察された。Rユ。は高濃度のG1yを含み、その選択的取り込み、軸索輸送をおこなう。これはG1yがRユ。

の伝達物質として使われている可能性を示す。R。。を発火させると興奮性運動神経が刺激されて筋収

縮が増強したが，この増強は1㎜M　G1yを灌流しても生じたので。R。。が終末でG1yを放出すること

を示している。G1yを心室筋に作用させると陽性変時作用ラ変力作用がみられた。前方大動脈では収

縮性が増強された。また心室筋では，細胞内貯臓部からの45Ca流出が促進された。外液中のNaある

いはCaを除くかヨ形質膜のCa移動を抑えるLaを加えると，この流出促進は止った。G1yの作用発現

にヨ外液Na，Caの存在が必要と考えられる。

　R。。は自発活動をもたず，他の神経細胞からのシナプス入力も観察されなかった。R、。はヨ1mM中

性アミノ酸で20～30mVの脱分極を生じたが，他の伝達促進物質には応答しなかった。R。。が活動電

位を生ずるためには200～300μMのアミノ酸が必要であった。イオン置換実験によりヨこの脱分極

はNaコンダクタンス上昇によることが確かめられヨR。。は体液中のアミノ酸濃度変化により体液性に

調節されていることが明らかになった。

審　　査　　の　　要　　旨

　比較的単純な循環系ヨ神経系をもつアメフラシの筋原性心臓に対する入カ神経細胞の統合機構をラ

シナプス及び膜レベルの活動及び薬理学的方法を用いて詳細にしらべた例はなかった。即ちAchが前

方大動脈に脱分極及び過分極を生じ害興奮性と抑制性に働き，5－HTは心臓と前方大動脈の収縮を

増強し、興奮性に働くことを明らかにした。また心臓血管系を神経支配する白色巨大神経細胞R。。

は事収縮を増強しヨ修飾作用を持つこともわかった。R、。は種々のアミノ酸で脱分極しヨ体液中のア

ミノ酸によって活性化される。従ってアメフラシ循環系にはヨ興奮性と抑制性神経の他に修飾神経

が存在することラ及び循環系の支配神経は神経性と体液性に活動調節されていることが明らかになっ

た点が新知見である。以上のように本論文は，心活動の基本的機構の解明によりラ今後の循環器生

理の研究に大きく寄与する点で高く評価される。

　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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